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○相楽郡広域事務組合行政不服審査法施行条例 
（平成２８年２月制定） 

平成２８年２月２５日条例第３号 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号。以下「法」という。）の施行に関し、 

必要な事項を定めるものとする。 

（資料交付に係る手数料） 

第２条 法（他の法律で準用する場合を含む。以下この条において同じ。）に基づく提出書類等を複写し、 

又は出力したものの交付に係る手数料は、１枚につき１０円（カラーの場合は、５０円）とする。こ 

の場合において、両面に複写され、又は出力された用紙については、片面を１枚として手数料の額を 

算定する。 

２ 法の規定に基づき手数料の減免に関する権限を有する組合の機関又は職員は、審査請求人又は参加 

人（以下「審査請求人等」という。）が経済的困難により手数料を納付する資力がないと認めるときは、 

前項の手数料を減免することができる。 

３ 前項の規定により手数料の減免を受けようとする審査請求人等は、提出書類等の写し等の交付を求 

める際に、併せて減免を求める旨及びその理由を記載した書面を提出しなければならない。 

４ 前項の書面には、審査請求人等が生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）に基づき扶助を受けて 

いることを理由とする場合にあっては当該扶助を受けていることを証明する書面を、その他の事実を 

理由とする場合にあっては当該事実を証明する書面を、それぞれ添付しなければならない。 

（相楽郡広域事務組合行政不服審査会の設置） 

第３条 他の条例に特別の定めがあるものを除くほか、法の規定による調査審議を行うため、法第８１ 

条第２項の規定に基づき、不服申立てに係る事件ごとに、相楽郡広域事務組合行政不服審査会（以下 

「審査会」という。）を置く。 

（組織） 

第４条 審査会は、委員５人以内をもって組織する。 

 （委員） 

第５条 委員は、次に掲げる者のうちから、代表理事が委嘱する。 

（１）相楽郡広域事務組合情報公開・個人情報保護審査会の委員 

（２）当該事件に関して専門的な知識又は経験を有する者 

２ 委員の任期は、その委嘱の日から当該委員の委嘱に係る当該事件に関する調査審議が終了した日ま 

でとする。 

３ 委員は、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

（会長） 

第６条 審査会に、会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代理する。 

 （会議） 

第７条 審査会の会議は、会長が招集する。ただし、会長及びその職務を代理する者が存在しないとき 

の審査会は、代表理事が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 審査会は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

４ 審査会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 



  

 - 2 -  

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

（相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和５６年８ 

月制定）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 
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